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のは 年代後半の頃である。当時のアメリカ合衆国では エイズが流行し、
またエイズが「ゲイの癌（ ）」とみされることでホモフォビアが
いっそう煽られ、強化された時代だった。後にバトラーが振り返っているよう
に、それはエイズで亡くなった者たちのほとんどが「公的に嘆かれることのな
い」時代であった（ ）。それはまたセクシュアル・マイノリ
ティにとって、「エイズ危機」の中で醸成されたホモフォビックな社会におい
て「生きながらにして死を宣告される」に等しい経験であった。『ジェンダー
をほどく』（ ）でバトラー自身が振り返っているように、『ジェンダー・
トラブル』は、「ジェンダー規範から外れ、その規範の混乱において生きてい
る人々が、それでも自分たち自身を、生存可能な生を生きている者としてだけ
でなく、ある種の承認に値する者としても理解できるような世界を想像する試
みだった」（ ）のである。したがって、バトラーが『ジェ
ンダー・トラブル』で企てた「ジェンダーの非自然化」は決して単なる知的な
遊戯でも言葉遊びでもない。二元論的なジェンダーとそのカップリングである
異性愛を「自然」とみなす操作は、同性愛者やトランスジェンダーのあり方を
「病理／異常」とみなすことと同義である。バトラーの「ジェンダーの非自然
化」は、「女性の身体を脱構築で切り刻む」（バーバラ・ドゥーデン）というよ
りは、現実に「切り刻まれた」／「生きながらにして死を宣告された」ジェン
ダー／セクシュアル・マイノリティの生が「承認に値する」そのような世界を
模索する試みだったといえる。
「ジェンダーの非自然化」を理論的に探求する上で援用されたのが、まさに
ジェンダー・パフォーマティヴィティの理論であった。『ジェンダー・トラブ
ル』執筆当時のフェミニズム理論において、ジェンダーはセックスの「文化
的解釈」と定義されるのが主流であり、そのため二元論的な性別観は生物学
的な事実性として不問に付されていた。パフォーマティヴィティは、このよう
なセックスの二元論を温存し、ジェンダーをセックスの「表現（ ）」
とみなすモデルを乗り越えるために理論化されたものだった。本稿では、バト
ラー自身が 年代後半から『ジェンダー・トラブル』にかけていかにパフォー
マティヴィティを理論的に形成していったかを考察の対象に据えることを通し
て、この概念の内実とそれがいかに「ジェンダーの非自然化」につながってい



研究論文：J・バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティとそのもうひとつの系譜

るかを論じる。その際とくに焦点を当てたいのは、バトラーが『ジェンダー・
トラブル』は「フランス理論」だけでなく「フェミニスト理論への長い従事か
ら生まれた」（ ）ものでもあるというときの「フェミニス
ト理論」の系譜であり、具体的にはボーヴォワールやゲイル・ルービン、モニ
ク・ウィティッグ、エスター･ニュートンらの議論である。本稿では、これに
加えてさらにパフォーマンス・スタディーズの議論にも言及する。

2 ボーヴォワールの再記述
バトラーがパフォーマティヴィティに最初に言及したのは 年の論文

「パフォーマティヴ・アクトとジェンダーの構成――現象学とフェミニズム理
論」（以下「アクト」と略記）においてである。パフォーマティヴィティとい
えば、もちろんその概念の祖である ・・オースティンの名が浮かぶ。だが、
この論文でも――そして実は『ジェンダー・トラブル』でも――オースティ
ンへの言及はただの一度もない
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ことにまず注意しよう。のちに、例えば『触
発する言葉』（ ）でオースティンに積極的に言及するバトラーだが、当
初はオースティンとの結びつきをそれほど強くは意識していなかったのかも
しれない。この点に関してあらかじめ付言しておくと、バトラーが言語行為
論（とくに脱構築派の）に明示的に言及するようになるのは『問題なのは身体
だ』（ ）以降であり、「パフォーマティヴィティティはパフォーマンスに
還元できない」と自覚的に語るようになるのも同書以降である（バトラーがパ
フォーマンス・モデルを批判するのはそれが自発的・主意主義的なものとみな
されている限りにおいてである）。それに対して本稿では、バトラー自身が批
判的に考えるようになったために先行研究ではあまり顧みられなかった「パ
フォーマンス」概念の意義にも焦点を当てていく。
では、バトラーはどのようにジェンダー・パフォーマティヴィティを着想す
るに至ったのだろう。それは先に言及した論文からも明らかな通り、そしてモ
ヤ・ロイドも指摘しているように、シモーヌ・ド・ボーヴォワールの『第二の
性』の議論から出発している。ロイドは、バトラーのパフォーマティヴィティ
を「ボーヴォワールの再記述（ ）」とまで評しているが（

）、事実、バトラーが「行為（ ）としてのジェンダー」を理論化
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研究論文：J・バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティとそのもうひとつの系譜

でなく、その行為自身が文化的、社会的慣習を反復するよう強制されるもので
もある点である。あたかも俳優の行為が脚本によって規定されているように。
この意味で、当時のバトラーにとって「行為／パフォーマンス」は主意主義的
な概念ではない。さらに、それが「決定論」でもないことを付け加えることが
できる。ちょうど俳優のパフォーマンスが脚本によって規定されつつも俳優本
人にはある程度の解釈の余地が残されているように、ジェンダーの行為／パ
フォーマンスは文化的規範に規定され、それを反復しつつも、そこにはつねに
規範を裏切ったり、攪乱したり、あるいはとにかくその規範の実現に失敗して
しまう可能性が存在する。のちにパフォーマンス概念は主意主義的に解釈され、
バトラー自身批判的に再考することにもなるが、もともとパフォーマンス概念
には自由意志／決定論の二元論を乗り越える意図があったというべきだろう。

3 パフォーマティヴィティの二重の歴史
バトラーのパフォーマティヴィティ概念が曖昧さを生むひとつの要因に、そ
もそもパフォーマティヴィティ概念自体が複雑な来歴を持っている点を挙げる
ことができる。オースティンのパフォーマティヴィティがのちにデリダら脱構
築派に批判的に拡張され、具体的には「デリダ–サール論争」を引き起こした
ことはよく知られている。だが、アメリカ合衆国のアカデミズムにはパフォー
マティヴィティをめぐってさらに厄介な歴史があることはあまり指摘されてい
ない。先に言及したパフォーマンス・スタディーズがそれである。
パフォーマンス・スタディーズでもパフォーマティヴは用いられており、

シェクナーによれば、それは「パフォーマンスのような（ ）」
という幅広い意味で用いられる（ ）。ジェイムス・ロク
スレイは、パフォーマティヴィティがパフォーマンス・スタディーズ（さらに
カルチュラル／ポストコロニアル／クィア・スタディーズなど）において導入
されることになるが、「それは必ずしもオースティンから借りられてきたので
も、オースティンへの応答を通して発展してきたねじれた伝統から借りてこら
れたのでもない。あるいは、もしそれが借用されているのであれば、それは
移植された概念（ ）というよりはむしろ〔単なる〕用語（ ）であ
ろう」（ ）と指摘し、オースティン経由のパフォーマティ



ヴィティ（脱構築派の理論を含む）とパフォーマンス・スタディーズを中心
に展開されたそれとの関係は「せいぜい潜在的なもの＝自覚症状のないもの
（ ）として記述される」（ ）と述べている。
実際、パフォーマンス・スタディーズが誕生したのが 年代、オース
ティンの『言語と行為』の出版が 年で、おそらく両者は紙一重のところ
ですれちがっている。このことはパフォーマンス・スタディーズ（あらゆる行
為を「パフォーマンスとして（ ）」捉え返す研究）がもともと
はオースティンら言語行為論の影響から独立して生まれ、のちにその親近性が
「発見」された、ということを意味する。パフォーマティヴィティには、ロク
スレイの言葉を借りれば「二重の歴史」（ ）、イヴ・コゾフ
スキー・セジウィックの言葉を借りれば「分割された歴史」（
）が存在するのである。そして、バトラーのパフォーマティヴィティはま

さにこの歴史の接点にあるか、あるいはバトラーこそが二つの歴史を結びつけ
たと考えることができる。事実、・ ・ミラーはバトラーの『ジェンダー・ト
ラブル』をこの二つの歴史（彼の言葉を借りれば「パフォーマンスとしてのパ
フォーマティヴィティ」と「スピーチ・アクトとしてのパフォーマティヴィ
ティ」）の「ミッシングリング」であると述べている（ ）。
ミラーと同様の見解をとるのがセジウィックである。セジウィックは以下の
バトラーの言葉を引いて、そこにパフォーマティヴィティの「分割された歴
史」の接点を見て取っている。そこで、セジウィックが引くバトラーの論文
「アクト」からの言葉をみてみよう。

　例えばジェンダーを、ある身体のスタイル、いわばある「行為
（ ）」だと考えてみよう――それは志向的（ ）でかつ「パ
フォーマティヴ」であるが、この場合「パフォーマティヴ」という語自
体が「演劇的（ ）」と「非参照的（ ）」という二
重の意味をもっている。（ ）

ここでバトラーの「パフォーマティヴ」は「演劇的」であり「悲参照的」で
あるという意味で用いられている。一方の「演劇的」の場合、それはパフォー
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マンス・セオリーを思わせる規定である。バトラーの「パフォーマティヴ」を
「行為遂行的」と訳すことにためらいを覚えるのは（実際、例えば表題の「パ
フォーマティヴ・アクト」を「行為遂行的行為」と訳すのは奇妙である）、そ
れがときに （演じる）の意味合いを反響させたものでもあるからで
ある。他方で、「非参照的」の場合には、パフォーマンスが参照するような
「台本」（つまり本質や起源）は存在しないこと、その意味でジェンダーのパ
フォーマンスが「事実確認的」ではないことを意味するだろう（興味深いこと
に、邦訳では は「遂行的」と訳されている）。つまり、ジェ
ンダーはなんらかの本質やアイデンティティを参照／指示しているのではな
く、そのパフォーマンスの持続的な反復があたかもそのような実体があるかの
ように現実を構築しているのである（とりわけ、ここで重要なのは、ジェン
ダーがその「本質」としてセックスを「参照する」のではないという点であ
る）。セジウィックはこの規定に、パフォーマティヴィティの「二重の歴史」、
その「分割された歴史」の架橋を見出すわけである。
このように、バトラーのパフォーマティヴィティにある種の「二重の歴史」
が反響しているのであれば、バトラー自身が『問題なのは身体だ』以降、明示
的に言語行為論に積極的に活路を開いたためにこれまでの先行研究ではあま
り考察されてこなかった「行為／パフォーマンス」としてのジェンダー・パ
フォーマティヴィティの系譜もまた議論されなければならないだろう。そこで
引き続き、バトラーのパフォーマティヴィティを可能にした理論的系譜、言語
行為論とは異なる議論に着目してみたい。

4�ç 
S�Ï�$�§�Â�°�æ�”�q�`�o�w�·�¿�«�µ  

�•�• �ç�”�Ï�ï �—�¢�Ÿ�Â�Ÿ�¿�¬�w�^�æ�›�è�`�o

私たちは、 年代後半のバトラーがボーヴォワールの現象学から「行為と
してのジェンダー」を抽出し、それをターナーの「社会的パフォーマンス」の
概念と結びつけたことを確認した。それでは、この「パフォーマンスとしての
ジェンダー」はいかにして「ジェンダーの非自然化」に結びついていくのか。
本節では、『ジェンダー・トラブル』とその周辺におけるパフォーマティヴィ
ティ理論に大きな影響を与えたゲイル・ルービンとモニク・ウィティッグの議
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引いたのがドラァグだったが�zその結果としてバトラーの理論がジェンダーを
服装のように�®自由意志�¯ によって�®選択�¯ できるものとして主意主義的に解
釈されたことは皮肉としかいいようがない�{ のちにバトラーは�z主意主義的な
解釈との混同を斥けるために�zパフォーマンスとパフォーマティヴィティを理
論的に区別しなければならないことを強調することになるが�z ドラァグがバ
トラーに与えた洞察を無視することは決してできないだろう�{ ドラァグはバ
トラーにとって�z あらゆるジェンダーが�®オリジナルのない一種の模倣であ
る�¯ こと�z首尾一貫していると想定されるセックス�zジェンダー�zセクシュア
リティがそれぞれ�®別物�¯ として演じられ�z行為されうる可能性を示すことで

�®ジェンダーの偶然性�¯ を明らかにするものだった�{ だから�zドラァグそれ自
身は�®抵抗�¯ でも�®攪乱�¯ でもない�{ それはバトラーにとって�zあらゆるジェ
ンダーに含まれる構造を説明するアレゴリーである�{

ドラァグは�zジェンダーが実体や属性�zアイデンティティではなく�®行為�—

パフォーマンス�¯ であり�zそして�®行為�—パフォーマンス�¯ である以上つねに
潜在的に�®失敗�¯ の可能性に脅かされたものであるという洞察をバトラーに与
えたものだった�{この点で重要なテクストがエスター�~ニュートンの�° マザー�~

キャンプ�•�• アメリカにおける女装者�¢ Mother Camp: Female Impersonators 
in America�£�±�¢ �£である�{ バトラーは論文�®模倣とジェンダーへの抵抗�¯

�¢ �£のなかで次のように述べている�{

　ここで告白に似たものを紹介するが�zそれはただ告白というものが不
可能だということを理論化するためである�{ 若い頃�z私は私の�®存在�¯

がコピーであり模倣であり�z派生的な例であり�z現実の影であるといわ
れることに長いあいだ苦しんだ�{ 強制的異性愛は�zオリジナル�z真理�z

正統であると自称する�{ 本物を決定する規範が意味するのは�zレズビア
ン�®である�¯ ことはつねに一種のものまねで�z市民権を与えられている
異性愛の幻想にすぎない充足を自分も経験しようとするが�zそれはつね
に失敗するだけの無駄な努力であるということだった�{ しかし�zドラァ
グがなんらかの真理や先立つジェンダーの模倣でもコピーでもないとし
たエスター�~ニュートンの�° マザー�~キャンプ�±をはじめて読んだとき
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のことを、私はいまでも鮮明に思い出す。ニュートンによれば、ドラァ
グはあらゆるジェンダーが本物だとみなされるために必要とするものま
ねの構造を実演してみせるのである。（ ）

ニュートンの『マザー・キャンプ』は驚くべきことに 年に書かれたも
のである（それはもともと 年に博士論文として執筆されたものを修正し
て出版されたものである）。それはウィリアム･リープがいうように、「レズビ
アン／ゲイ／バイセクシュアル／トランスジェンダーの研究者がクローゼット
から出ることが安全になるずっと以前のこと、レズビアン／ゲイ／バイセク
シュアル／トランスジェンダー・スタディーズが学者のキャリアがとりうるひ
とつの道程になるずっと以前のこと」（ ）であり、また
ジュディス・ハルバースタムがいうように、「ニュートンが「クィア」である
のはその言葉が新しい世代に再生され再利用されるようになる以前のことであ
り、そして彼女がブッチネスに同一化したのはレズビアン・フェミニズムが
ブッチ–フェムを逸脱した、流行遅れの、奇怪なカテゴリーとみなしていた時
期のことである」（ ）。
さて、ニュートンは『マザー・キャンプ』のなかでドラァグを論じながら、

ジェンダーを一種の「行為／パフォーマンス」として記述している。「ドラァ
グ・システムの効果は、性別役割を一般にそれらを規定すると考えられている
もの、つまり解剖学的な性差（ ）から解き放つようにねじ曲げることであ
る。ゲイの人々が知っているのは、性別に分類された振る舞いは達成されうる
ものである〔……〕ということである」（ ）。この「達成

3 3

されうる
3 3 3 3

（ ）」という言い方は、性別に分類される行為が解剖
学的な事実によって決定されているということではなく、それが上手くなされ
れば別の性別のひとにでも「達成されうる」可能性を示唆している。そして、
このことはその反対のこと、すなわち、セックスに「自然に適合している」と
思われている振る舞いも、解剖学的な事実に由来するのではなく、うまく「な
されている」にすぎないということを意味するだろう。「もしも性別役割の振
る舞いが『誤った』性差をもつものによって達成されうるなら、それは論理的
に、その振る舞いが『正しい』性差をもつものによっても、遺伝的に相続され



るのではなく、達成されうるものであるということを示している」（
）。

このように、ニュートンはジェンダーの「行為／パフォーマンス」をセック
スから切り離す。ジェンダーが「行為／パフォーマンス」であるということ
は、それが「正しい」セックスをもつ者であれ「誤った」セックスをもつ者で
あれ、ジェンダーを「達成」するためには模倣的なパフォーマンスを反復しな
ければならないことを意味する。まさにドラァグが実演してみせるのは、あら
ゆるジェンダー、自然に適合しているように見えるジェンダーでさえ、それが
一連の行為であり、ドラァグと同様の「ものまね（ ）」の構造を
有していることなのである。バトラーは『ジェンダー・トラブル』でニュー
トンに言及した箇所で次のように述べている。「ジェンダーを模倣することに
よって、ドラァグはジェンダーの偶然性だけでなく、ジェンダーそれ自体が模
倣の構造をもつものであることを明らかにする」（ ）。
ここまでの議論を整理しよう。『ジェンダー・トラブル』とその周辺におけ
るバトラーのパフォーマティヴィティ理論はまず「ボーヴォワールの再記述」
として押さえることができた。ボーヴォワールはジェンダーを「生成」や「歴
史的状況」として捉えた。それはセックスのような自然的本質を前提にしな
い「行為としてのジェンダー」の理論を切り開くものだった。バトラーはこの
ようなボーヴォワールの思想を、ターナーの「社会的パフォーマンス」、ジェ
ンダーの非対称性が異性愛規範と不即不離の関係にあることを洞察したルービ
ンの研究、セックスが異性愛を自然なものとして強制する政治的カテゴリー
であるとしたウィティッグの理論、ドラァグの人類学的研究を通してジェン
ダー・パフォーマンスをセックスから切り離すニュートンの研究と結びつけ
ることで、よりラディカルに「ジェンダーの非自然化」を推し進めたのであ
る。 「ジェンダーがパフォーマティヴである」ということは、一方でジェン
ダーが「模倣」の構造をもつという意味で「演劇的（ ）」であり、他
方でジェンダーの「模倣」がなんらかの「起源」や「本質」を模倣するので
はなく、そのパフォーマンス自体が模倣の対象を生み出すという意味で「非
参照的＝遂行的（ ）」であるということである。バトラーのパ
フォーマティヴィティ理論は、このようにジェンダーを非自然化することを通
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してジェンダー規範の暴力によって「偽物」や「コピー」として蔑まれるマイ
ノリティが生きる隙間を拡げる試みなのである。

6 おわりに
本稿では、バトラーのジェンダー・パフォーマティヴィティを学説史的に検
討してきた。オースティン以降の（脱構築の解釈を含めた）言語行為論がバト
ラーの理論形成に与えた影響を認めつつ、しかし、先行研究ではあまり着目さ
れてこなかった系譜にとくに焦点を当てた。結果的に、ジェンダー・パフォー
マティヴィティを、まさにバトラーの「オリジナルな」概念としてというより
は、様々な理論や研究の歴史的な接点において形成されたものとして描くこ
とになったといえるかもしれない。そこで結論に代えて最後に触れたいのが、
年代後半から 年代前半にかけてバトラーがジェンダー・パフォーマティ

ヴィティを理論化したまさにその時代の政治的状況である。
折しも、バトラーがジェンダー・パフォーマティヴィティを理論化した時期
は、エイズ・アクティヴィズムのアクト・アップ、そこから派生したクィア・
ネーションが「ダイ・イン」や「キス・イン」のようなパフォーマンスを政治
的に活用した時期でもあった。『ジェンダー・トラブル』がクィア・ムーヴメ
ントのうねりのなかで理論化されていったのであれば、バトラーのパフォーマ
ティヴィティ理論には当時の社会運動との同時代性を見出すことができるだろ
う。 『ジェンダー・トラブル』出版から 年以上経た今、改めてその歴史
的背景を注視する意義は決して小さくないはずである。本稿ではそのような歴
史的考察を「学説史」に限定して行ったが、フェミニストやクィアの理論家、
研究者たちとのある種の「共闘」によってバトラーのパフォーマティヴィティ
理論が形成されたという事実に非常に励まされたことを最後に記して筆を擱く
ことにしたい。



Footnotes
本稿では『問題なのは身体だ』（ ）以降のテクストを主要な考察の対象には据え
ない。さらにいえば、オースティン以降のパフォーマティヴィティ理論には言及しな
い。言語行為理論とバトラーの理論との関係に関しては別の機会に論じることにし
たい。
年代のバトラーと現象学的身体論の関係に関しては、拙論（ ）を参照。

ウィティッグを後者の視点から読むバトラーの論考として
GLQ

がある。この論考にはバトラーがウィティッグを知った経緯も説明されていて興味
深い。
ここでセックスとセクシュアリティの因果論を転倒させたフーコーの『性の歴史Ⅰ
――知への意志』に言及すべきだが、この点に関しては以下で考察したのでくり返さ
ない。拙論（ ）を参照。
本稿ではバトラーのパフォーマティヴィティに連なる理論的系譜を強調するあまり、
言及した各論者それぞれの議論をやや平板化したきらいがある。各論者間の差異につ
いては今後の課題としたい。
もちろん、現代を生きる私たちが過去のクィア・ポリティクスの政治的パフォーマン
スを手放しに称揚するわけにはいかない。クィアのパフォーマンスがその政治性を
脱色された上でネオリベラリズムに取り込まれている状況については、清水（ ）

を参照。
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